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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年10月26日(2018.10.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９１】
　好ましい実施形態において、第１の薬理活性成分（Ａ１）はオピオイドであり、第２の
薬理活性成分（Ａ２）は別の鎮痛薬であるが、好ましくはオピオイドではなく、例えばＮ
ＳＡＩＤまたはＣＯＸ－２－インヒビターである。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
　なお別の好ましい実施形態において、第１の薬理活性成分（Ａ１）は鎮痛薬であるが、
好ましくはオピオイドではなく、例えばＮＳＡＩＤまたはＣＯＸ－２－インヒビターであ
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り、第２の薬理活性成分（Ａ２）はオピオイドである。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９５】
　この実施形態によると、好ましくは、第１の薬理活性成分（Ａ１）はオピオイドであり
、更なる薬理活性成分（Ａｆ）は別の鎮痛薬であるが、好ましくはオピオイドではなく、
例えばＮＳＡＩＤまたはＣＯＸ－２－インヒビターである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】
　なお更に、この実施形態によると、好ましくは、第１の薬理活性成分（Ａ１）は鎮痛薬
であるが、好ましくはオピオイドではなく、例えばＮＳＡＩＤまたはＣＯＸ－２－インヒ
ビターであり、更なる薬理活性成分（Ａｆ）はオピオイドである。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９９】
　この実施形態によると、第２の薬理活性成分（Ａ２）はオピオイドであり、更なる薬理
活性成分（Ａｆ）は別の鎮痛薬であるが、好ましくはオピオイドではなく、例えばＮＳＡ
ＩＤまたはＣＯＸ－２－インヒビターである。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０１】
　なお更に、この実施形態によると、好ましくは、第２の薬理活性成分（Ａ２）は鎮痛薬
であるが、好ましくはオピオイドではなく、例えばＮＳＡＩＤまたはＣＯＸ－２－インヒ
ビターであり、更なる薬理活性成分（Ａｆ）はオピオイドである。
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